
( 資料 1 ) 

，，平成「 7 年 3 月 7 日 

健康居疾病対策課 

リウマチ・アレルギ 一対策委員会等の 設置について ( 乗 ) 

一 
リウマ テ 、 気管支喘息、 アトピー性皮膚炎、 花粉症等の免疫アレルギー 疾患は、 長期に 

わたり著しく 生活に支障をきたすものもあ る等、 国民の健康上重要な 問題となっている。 

このため、 今後のリウマチ 及 びァ レルギ一対策を 総合的・体系的に 実施するべく、 厚生 

科学審議会疾病対策部会の 専門委員会として、 リウマチ・アレルギ 一対策委員会を 設置 

し 、 リウマチ及びアレルギ 一対策の指針の 策定等に関する 検討を行 う ものとする。 

また、 これらの対策について、 より専門的な 検討を行 う リウマチ対策検討会及びアレル 

ギ一対策検討会を、 厚生労働省健康局長の 私的検討会として、 それぞれ設置するものと 

する。 

li  検討課 且 ( 案 Ⅱ 

(1)  リウマチ・アレルギ 一対策委員会 

(7)  リウマチ及 び アレルギ一対策指針策定 

W ィ )  その他 

(2)  リウマ テ 対策検討会 

(7)  リウマチ対策の 基本的方向性 

( ィ ) 研究の推進 

( ゥ )  医薬品の開発促進等 

(i)  医療提供体制の 整備 

(t) 患者 QO L の向上と自立等 

てカ Ⅰ 情報提供・相談体制 

く 三トⅠ 関係機関との 連携 

くケ Ⅰ その他 

(3)  アレルギ一対策検討会 

(7)  アレルギ一対策の 基本的方向性 

( ィ ) 研究の推進 

( ゥ )  医薬品の開発促進等 

( ェ )  医療提供体制の 整備 

け ) 患者 QO L の向上等 



( ； ) 情報提供・相談体制 

( キ )  患者を取り巻く 環境の改善 

(9)  関係機関との 連携 

( ケ )  その他 

巨 構成及び事務局 矧 

(1)  リウマ テ ，アレルギ一対策委員会 

委員会に参集を 求める有識者は、 リウマチ・アレルギ 一対策に精通した 学識を有 

する者とし、 15 名以内で構成するものとする。 会議の事務は、 健康居疾病対策課が 

@  行っ。 ， - 

(2)  各検討会 

各検討会 は ついては、 各検討内容に 精通した専門家に 委嘱するものとし、 検討会 

0 人数は 15 名以内とする。 

検討スケジュー ノ 

Ⅱ )  リウマチ・アレルギ 一対策委員会 

第 ] 回 ( 平成「 7 年 3 月 ) 

今後のスケジュール 確認、 リウマチ・アレルギ 一対策の現状と 問題点を提示 

第 2 ～ 3 回 ( 平成 17 年 6 月 ) 

リウマテ・アレルギ 一対策指針策定・とりまとめ 

(2)  リウマ テ 対策検討会 

第 1 回 ( 平成 17 年 3 月 ) 

スケジュール 確認 リウマチ対策の 現状及び問題点 論点、 メモ ( 案 ) 

第 2 回 ( 平成「 7 年 4 月 )  リウマチの研究及び 専門医療の提供等について 

第 3 回 ( 平成 ]7 年 4 月 )  リウマチの情報提供体制等について 

第 4 回 ( 平成「 7 年 5 月 )  リウマチ対策指針 ( 案 ) 及 び 報告書 ( 案 ) 作成 

第 5 回 ( 平成 17 年 6 月 )  リウマチ対策指針 ( 案 ) 及び報告書のとりまとめ 

(3)  アレルギ一対策検討会 

第「 回 ( 平成 17 年 3 月 ) 

スケジュール 確認 アレルギー疾患対策の 現状及び問題点、 論点、 メモ ( 案 ) 

第 2 回 ( 平成「 7 年 4 月 ) アレルギ一の 研究及び専門医療の 提供等について 

第 3 回 ( 平成「 7 年 4 月 ) アレルギ一の 情報提供体制等について 

第 4 回 ( 平成「 7 年 5 月 ) アレルギ一対策指針 ( 案 ) 及び報告書 ( 案 ) 作成 

第 5 回 ( 平成 17 年 6 月 ) アレルギ一対策指針 ( 案 ) 及び報告言のとりまとめ 



( 資料 2) 

平成 ]5 年保健福祉動向調査アレルギー 様症状 ( 厚生労働省大臣官房統計情報 き崩査によ る ) 

( 単位 :%) 平成 l5 年 

  3 症状のいずれかの 症状あ り l 立后 の アレルギー 楳 症状あ り 呼吸器のアレルギ 一枝症状あ り 目早 め アレルギー様症状あ り 

  
。 仮 """" 通 @ ' " 吠 医 京城 穏に 人通院 医仮は Ⅱに人通院   氏族 機 曲に入正院 

いずれの   
      檸枚 俺故 ア 。 "  橿致 l   ア ン /L 

籠枕 l キー 々 つでも レ 珍柄 JL  珪扶 し 6 世故 
総棲 キー 診断     業 故 @ ギ 一彦斯 

  総数 i l l ギ一 アレル あ 珍斬 り 捨故 あ り 
あ り 

l あ り 

轍 100.0 35.9 20.9 l4 Ⅰ 59. 1 l6. イ 9.5             5.4 ム 8 Ⅰ 2.6 10.9 9.4 

0- 4% @0 へ 0 S Ⅰ． 3 33.3 H.7 5 と 4 26.6 212 l ム 3 ㍑． 6 @7       9.4 &5 6.0 

                  100.0 100.0 42.7 42.7 34.2 28.6 27.6 25.8 53.6 52.2 25.1 17.9 18.4 11.4 14.4 9.7 12.7 9.0 11.7 7.9 8.6 6.0 22.4 サ 0.9 17.5 l9.2 15.1 @3 
loo.o 3 Ⅰ． 9 20.5 1 Ⅰ． S 5 Ⅰ． 3 14.9                       た 6 28.9 @2. Ⅰ         

20-24 100.0 36.4 l よ 0 113 59.5 16.7 l ㏄ f       4.7 2.5       24.7 8. 7 よ 0 
25-34   100.0 39. j 19.7 l% l 56.4 16.8 と 4 よⅠ       4.6 と 6 Z7.7 10 9 9.8 

35- 佃 100.0 39.9 lg.5 l 士 S 55. Ⅰ l6. l                         と l Z9.9 l?. 了 l ム 0 
時 -54 100 0 列． 6 l7. 8 l 主 3 @0. 9 l4. 3       よ 8 5.0 a.0       24.S         主 9 
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10o.0 31. Ⅰ 1g.5 5.8 6 ム 5 15.4       % @             と l l5.0       巳 4 
75 拙 " l0%10 @ と 4 2a. Ⅰ 6.6 65.0 lS.3 ln. 3       10.9       と 0             ム 5 

。 舌根， 

65@ lU-t@ loo ・ O@ 30.0@ 19.8@ 8.5@ 6S ・ 6@ 15.4@ 9.6@ 3.8@ 9.7@ 7.2@ 2.1@ 12.8@ 6.9@ 4.2 

  

ln 使 o0 列． 3 19.2 l エ 2 60.7 l5. l 8 ． S       7.7 lL.4 % 8 20.9 9.4 と 0 
0- 4 曲 100.D 39.5 36.3 23.4 56.0 2 丁． 6 24 2 15.6 は． 7 14.7 %3 10.9 l0. 1       

9 l00.0 45.8 3 Ⅰ． 7 30.8 51.6 26.0 19. 8 15.5 14.4 13.3 l% l と 4.9 19 7 H ． 2 
10*   4 100.0 43.8 29.6 j Ⅰ． B 51.9 16.2 10.4 8.8                     32.5 20.4 19.8 

100.0 39.0 E0.3 l と 2 56.5 12. 1       目 8       4.5 よ 5 31.0 12.8 l と l 
100.0 32.4 14.3         62.6 12.5 7.4 5. a 4.8 と 6       2 ム 2       7.0 

l0n.0 34.3 l5. l 11.0 6B.8 亡 8 6. Ⅰ 4j 6.0 3.5 l.9 24.4 7. 6 億 8 
loC ・ O 35.2 1 ミ ． @ l ム l f6ot2 13.4         よ @ 5.9 3.2       25.4       田 g 

45@ 呂 100.0 29.4 l4. 1 9.7 66.0 12.0       と 9 4.5 2.5       19.5             
55-64@ 100.0@ 29.3@ 14. 1@ 8.9@ 64.6@ 12.0@ 5. 9@ 3.0@ 6.0@ 3. 1@ 1.3@ 17.6@ 7. 5@ 6.2 

65-74@ 100.0@ 32.@T@ 19.7@ 8.7@ 60.6@ 16.7 Ⅱ %6 い @L5  l.8  l 甘 ． 7 Ⅱ 4.4 @ 

Ⅱ 竜 以上 101).  0 32.8 2 ム 7       61.0 @8.8                     8.9               s. 7 Ⅰ l 
( 巧拙 ) 

65aEo@@ 10C ． 0@ 32.8@ 20.8@ 7.9@ 60.8@ 17.5@ 10.@@ 3 6@ 11) ． 3@ 7.4@ 1.7@ 13.0@ 6.3@ 3.8 

  100.0 37.4 2 ム 5 16.2 57.5 17.7 ln. l 億 2 7.4       ム 8 M4. 1 1?..3         
ト e 走 mo ・ o 34.6 29.7 15.4 61.3 25.3 19.・               10-5 4g       6.8 4.4 

9 IDD ． O 39.7 30.7 213 55.6 24. l 1 Ⅰ． 0 13. 2 ル． 9 10. 1       19.9 15.4       
lo@ Ⅱ 100.0 4l   6 27.5 @4. 5 5 ム 6 19.6                             % 5 29.2 18. 1 l と 8 
15-19 l0 士 o 36.9 20.7 l7. 3 5 と l 17.4 @0. z 7. 6 ん 6 ム B       26.9 12.6         一一 108.0 101) ． 0 4C 43.9 ・ 2 21.6 24 ． 2 16.8 19.・ 56.5 52-1 20.7 20.ゝ 12.7 10.3 9.2 6.4 

叫 100.0 円． 6 23.5 19.7 51.2 l 仮 9 9.2 % 2 7.0 4.0 2.5 ⅠⅠ． 3 15.8 15.0 

巧 @ 目 loC.n 39. Ⅰ 2l   4 l 億 8 55.9 16.5       な Ⅰ 乱 5       ム o 29.3 l4.3 13. l 
%@64 10o.0 33.8 19.9 13.7 59.6 13.9 T.2 Ⅰ 9       4-5 ム 3 22.-) 12. 3 10 ． 1 

100.0 25.8 19.4 10.9 M.2 14. l と 7 4.7 目・ 2       ム 4 l5.2             
75 集以上 @00 ． 0 25.6 l8.6 億 6 67.6 @ @ 9.0 3. l l0 ． 3 よ l ム 3 9. 3 5.7 ム R 
( 再拙 ) 

65% 以上 l %0 ・ 0 が・ 9 5.0 よ 9 65.7 l l3.7 a.8 %9 l 9.2 7.0 ム 4 l %61 7.3         
" ' 撰故 。 ". """ 含む   

表 桂 ・年齢 栂 別にみたアレルギー 授走 状の有無とその 珍 折があ った者の酎 合 ( 板 故国司 

この 1 年間に、 皮膚、 呼の & 器及び目鼻の 各症状 ( 以下「 3 症状Ⅰという。 ) のいずれかのアレルギ 

一様症状があ った者は全体の 35.9% であ り、 これを性別にみると、 男 3 ん 3% 、 女 37.4% となって 

おり、 女で割合が多くなっている。 

また、 年齢階級別にみると、 男では「 5 ～ 9 歳』が 45.8% で ァ 最も多く 、 までは「 35 ～何 %  が佃 ． 6% 

で最も多くなっている。 



( 資料 3  ) 

1 」ウマチ，アレルギ 一対策概念図 

年度より ) 、 アレルギ一分野 ( 平成 4 年度より ) に関する 

0  免疫異常政策医療 ネ、 ッ トワークの高度専門施設として 平成 
1 2 年「 0 月に開設 

0  @ 」ウマチ、 気管支喘息、 アトピー性皮膚炎、 花粉症 ( 以上 
が四 疾患 ) 、 および食物アレルギ 一に関する研修会 

平成「 3 年度から 

0  医療関係者に 対して標準的な 診断・治療法等の 普及を図る 

[ 関節リウマチ 治療が げ ラ イ ソ ロ ロ アト 

や 市民講座の開催、 一般向けパンフレットの 作成等 

0  研究班による 一般向けパンフレットの 作成 

  



( 資料 4) 

平成 1 7 年度 リウマチ・アレルギ 一対策予算 ( 案 ) について 
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Ⅰ 免疫アレルギー 疾患に関する 研究等の推進 

( 1 )  目的 
免疫アレルギー 疾患は、 国民の 3 0 % が罹患していると 言われており、 さらに増加 

傾向にあ る。 また、 その重症化も 進み、 日常生活に著しく 支障をきたすため、 国民の 
健康上重大な 問題となっている。 

これらの疾患について、 発症原因と病態との 関係を明らかにし、 予防、 診断及び 冶 療法に関する 新規技術を開発するとともに、 既存の治療法の 再評価を行 う ことによ り 

国民に対してより 適切な医療の 提供を目指した 実践的な研究を 推進する。 

(2) 事業内容 
  免疫アレルギー 疾患予防・治療研究 ( 厚生労働科学研究費 ) 

1. ]05 百万円 づ 1, 112 百万円 

花粉症、 リウマチ、 気管支喘息，アトピー 性皮膚炎、     アレルギ一など 免疫アレ 
ルギー疾患の 病因・病態の 解明、 治療法の開発等の               続き推進する。 

( 参 考 ) 

  

国立相模原病院における 免疫アレルギー 疾患に関する 臨床研究センタ 一事業 
& び 国立病院における 免疫異常 ネ、 ッ トワーク支援システム 事業については、 国 
立 病院が独立行政法人化されたものの、 平成 1 7 年度においても 引き続き当該 
事業を推進することとしている。   

2  免疫アレルギー 疾患に典する 正しい情報の 音波 

( 1 ) 目的 
免疫アレルギー 疾患に関しては、 病因、 病態がいまだ 不明で根治療法がなれ 等の状 

沈下において、 民間療法も含め 膨大な情報が 氾濫しており、 正しい情報の 取捨選択が 
困難な状況となっていることから、 正しい情報の 普及啓発を図る。 

(2) 事業内容 
地域における 相談体制の整備を 図るため、 地方公共団体の 保健 師 等に対し免疫アレ 

ルギー疾患 ( 花粉症、 リウマ テ 、 気管支喘息、 アトピー性皮膚炎、 食物アレルギ 一等 ) 
に関する最新の 知識等を習得させ、 相談員を養成することとしている。 

リウマチ，アレルギ 一対策検討会経費 
リウマチ・アレルギー 相談員養成研修経費 

Ⅰ百万円 づ ] 百万円 
7 百万円 づ 8 百万円 

Ⅹ リウマチ及びアレルギ 一対策を総合的・ 体系的に実施するため、 リウマチ及び ア 
レルギ一対策の 指針を策定することとしており、 本年度より厚生科学審議会におけ 
る リウマチ・アレルギ 一対策委員会等において 議論することとしている。 



( 資料 5) 

  リウマテ・アレルギ 一分野の研究真について 

( 平成 9 年度以降 ) 
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  平成 12 年度   
l"""""""""""""""""l 

  

  平成 13 年度 
    

  平成 14 年度   

l--------@--------l   

平成 1 5 年度 厚生労働科学研究費補助金   免疫アレルギー 疾患予防，治療研究事業 

平成 1 6 年度   
  平成 17 年度   

    予算額   

円
 億

 

5
 

 
 

7
 

Z
 

3. 55 億   
4. 46 億   
6. 47 億   
7. 46 億   

㍑， QQ 億   
]1. 37 億   
Ⅱ．Ⅱ 億   

経舞お ]1. 2] 億 

円
 

円
 

月
 

一
円
 

  

  

  

  

  

  

  

0  リウマチ疾患については 平成 2 年度より 「厚生省リウマチ 調査研究事業」として、 

アレルギー疾患については 平成 4 年度より 「厚生省アレルギー 総合研究事業」として、 

それぞれ総合的な 研究が開始された。 

0  平成 9 年度より、 厚生労働科学研究の 一 研究事業として 位置付げられ、 以後、 より 

一層の研究体制の 整備が図られている。 



( 資料 6) 

平成 16 年度免疫アレルギー 疾患予防・治療研究事案採択課題一党 

    

教授 関節リウマチ 上肢人工関節開発に 関する研究 

食物等によるアナフィラキシ 一反応の原因物質 ( アレルゲン ) の 確 

アトピ 桂皮膚炎等の 有走卒調査法の 確立および 有 走卒 ( 発症 

する 

  
「 Ht4 Ⅰ 山 斎も二仏 宙 実車三学Ⅰ「執友Ⅱテレル 幸一 % 患 の 玉標 要因と 玉境 要因 @ 旦作用 l   こ問与る荷引 

Hl4@  大田健 @ 東 大学医学部   教授アレルギー 疾患の発症及び 悪化に影 襄 する因子の解析   
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 H14  橋本 は史 順天堂大学医学部 教授 免疫疾患の合併症とその 治療法に関する 研究 

Hl4 Ⅰ山本一喜 @ 東大学大学院医学系研究 @ 教授 @ 疫 疾患に対する 免疫抑制療法等先端的新規治療法に 関する 研 



リウマチ・アレルギー 相談員養成状況 ( 相談員養成研修会参加状況 ) ( 資料 7) 
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Ⅰ 4 Ⅰ 

14,  15.  ]6.  百 

48   Ⅰ 3 Ⅰ 5 
49 仙台 0 0 0 0 

50 さいたまⅩ ] 3 0 4 

51 干葉 ] 0 ] 2 

52 横浜 0 0 2 2 

53  川崎 ]  3  3  7 

54  名古屋 ]  0  0  ] 

55 京都 0 0 0 0 

56  大阪 ]  0  0  ] 

57 神戸 0 0 2 2 

58 広島 0 0 0 0 

59 福岡 ] 0 ] 2 

60  北九州 0  0  0  0 

累計 ( 指定都市 )  7  9 10 26 
61 旭川 1 ] 1 3 

62 秋田 0 0 1 ] 

63 郡山 0 0 0 0 

64 い わ き 0 0 1 ] 

65 宇都宮 0 0 0 0 

66  川越 - 1 1 2 

67 船橋 - 2 0 2 

68  横須賀 0  0  1  1 

69 相模原Ⅹ ] 1 7 3 

70 新潟 0 0 0 0 

7] 富山 0 0 0 0 

72 金沢 0 0 0 0 

73 長野 0 0 1 ] 

74 岐阜 0 ] 1 2 

75 静岡 ] 2 0 3 

76  浜松 ]  0  ]  2 

77 豊田 0 0 0 0 

78  岡崎 -  0  0  0 

79  豊橋 0  1  0  1 

80  高槻 -  0  0  0 

8 Ⅰ 堺 0 0 0 0 

82 姫路 0 0 ] ] 

83 奈良 0 0 ] 1 

84 和歌山 0 0 0 0 

85 岡山 1 1 ] 3 

86 倉敷 0 0 0 0 

87 福山 0 0 0 0 

88 高松 0 0 0 0 

89 松山 0 0 0 0 

90 高知 0 0 0 0 

91 長崎 0 0 0 0 

92 熊本 1 1 2 4 

93 大分 0 0 0 0 

94  宮崎 ]  0  0  1 

95 鹿児島 0 ] 1 2 

l 累計 ( 中核市 ) l 7l12l]5l34l 

米 さいたま市と 相模原市… 14 年度は政令市 




